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大
野
台
こ
ど
も
園
で
12
月
16

日
に
40
周
年
記
念
行
事
が
開
か

れ
た
。
約
３
０
０
人
が
訪
れ
、

旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
心
を

震
わ
せ
た
。
来
場
者
は
、
卒
業

生
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
森
千
夏

さ
ん
（
平
成
10
年
卒
業
）
の
歌

に
感
激
し
た
り
、
ケ
ー
キ
や
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
た
り
し
な

が
ら
、
会
話
を
弾
ま
せ
た
。「
懐

か
し
す
ぎ
て
涙
が
出
ま
す
」
と

先
生
ら
も
胸
い
っ
ぱ
い
の
様
子

だ
っ
た
。

　
森
さ
ん
は
、
後
輩
の
渡
真
実

さ
ん（
大
阪
音
楽
大
学
４
回
生
）

の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
同
園

で
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

童
謡
の
「
竹
と
ん
ぼ
」
や
、
中

島
み
ゆ
き
の
「
糸
」「
い
の
ち
の

歌
」な
ど
を
披
露
。
来
場
者
は
、

き
れ
い
な
澄
ん
だ
歌
声
に
拍
手

喝
さ
い
を
送
っ
た
。
森
さ
ん
は

さ
や
か
ホ
ー
ル
で
、「
０
歳
児
Ｏ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
学
び
と
育
ち

南
河
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

中
学
校
や
高
校
の
科
学
部
の
生

徒
が
行
っ
た
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
冊
子
「
足
も
と
の
自
然
史

Jr
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
２
号
」
の
発

行
費
用
を
集
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
イ
ト
のReadyfor

で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
公
開
は
18
日

23
時
ま
で
。目
標
額
は
30
万
円
。

　
「
足
も
と
の
自
然
史
Jr
ジ
ャ

ー
ナ
ル
創
刊
号
」
で
は
、
少
な

く
な
っ
た
ホ
タ
ル
の
生
態
研
究

Ｋ
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
を
行
う

な
ど
、地
域
の
ホ
ー
ル
や
病
院
、

介
護
施
設
な
ど
で
も
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。「
音
楽
に
は
力

が
あ
る
。
園
児
の
時
に
い
ろ
ん

な
歌
を
歌
っ
た
こ
と
が
、
か
な

り
影
響
し
て
い
る
」
と
。

　
同
園
は
３
月
に
大
阪
狭
山
市

南
第
２
小
学
校
そ
ば
の
幼
稚
園

跡
地
に
移
転
す
る
。 

〔
野
木
〕

や
、
ア
ユ
が
遡
上
し
な
く
な
っ

た
原
因
を
探
り
、
も
う
一
度
遡

上
さ
せ
る
た
め
に
行
政
に
魚
道

復
活
を
提
案
し
て
い
る
も
の
な

ど
を
掲
載
。こ
れ
ら
の
活
動
は
、

次
世
代
が
地
域
（
郷
土
）
へ
の

誇
り
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
学
生
科
学
賞
の
全
国
大
会

に
出
場
し
た
生
徒
や
、
大
学
生

に
な
り
、
小
中
学
生
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
教
え
に
来
て
い

る
発
表
者
の
研
究
も
あ
る
。

　
第
２
号
の
発
行
に
向
け
、
様

々
な
学
校
か
ら
創
刊
号
を
超
え

る
数
の
研
究
論
文
が
集
ま
っ
て

き
て
い
る
。

　
「
文
科
省
は
探
求
型
の
学
び

の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
が
、

実
際
の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
背
中

を
押
し
て
ほ
し
い
」
と
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
学
び
と
育
ち

南
河
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

富
田
林
中
学
校
・
高
等
学
校
を

は
じ
め
、
地
域
の
子
ど
も
達
の

学
び
と
育
ち
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
目
的
で
、
昨
年
、
活
動
を

開
始
し
た
。
問
い
合
わ
せ
はht

tps://readyfor.jp/projects/
m
anasoda-net 

〔
野
木
〕

□

　
近
つ
飛
鳥
博
物
館

　
３
月
17

日
ま
で
秋
季
企
画
展
「
歴
史
発

掘
お
お
さ
か
２
０
１
７

－

２
０

１
８
／
大
阪
府
発
掘
調
査
最
新

情
報
」
を
開
催
。
０
７
２
１
・

93
・
８
３
２
１

内
長
野
市
郷
土
研
究
会
で
発
表

し
た
論
考
が
中
心
。
現
在
の
近

鉄
長
野
線
が
、
河
陽
鉄
道
・
河

南
鉄
道
・
大
阪
鉄
道
・
関
西
急

行
電
車
・
近
畿
日
本
鉄
道
と
名

前
を
変
え
な
が
ら
拡
大
し
た
歴

史
や
、
交
通
の
発
達
が
地
域
を

変
化
さ
せ
て
き
た
道
筋
を
、
貴

重
な
資
料
と
飽
く
な
き
熱
意
で

掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

　
足
を
痛
め
、「
い
つ
ま
で
元
気

で
い
ら
れ
る
か
」
と
感
じ
始
め

た
松
本
さ
ん
は
、
今
回
の
出
版

を
集
大
成
と
考
え
て
い
る
。「
古

書
店
や
古
本
市
に
１
０
０
回
以

上
通
っ
て
手
に
入
れ
た
資
料
が

多
く
、
現
存
す
る
の
は
こ
れ
だ

け
と
い
う
も
の
も
。「
１
冊
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
て
感
無
量
。

興
味
の
あ
る
部
分
を
つ
ま
み
読

み
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
。

　
芦
田
書
店
０
７
２
１
・
23
・

２
８
１
６
、
塔
本
博
文
堂
０
７

２
１
・
52
・
６
１
２
３
で
販
売

中
。
１
５
０
ペ
ー
ジ
、
千
円
。

金
剛
図
書
館
は
じ
め
、
富
田
林

や
河
内
長
野
の
市
立
図
書
館
で

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

春
頃
に
は
次
回
作
「
高
野
街
道

と
南
海
高
野
線
と
そ
の
付
近
の

名
所
旧
蹟
に
つ
い
て
」
が
発
行

さ
れ
る
。 

〔
高
砂
〕

　
古
本
屋
で
目
当
て
の
資
料
を

探
す
の
は
、
掘
り
当
て
る
保
証

の
な
い
遺
跡
発
掘
に
似
て
い
る
。

そ
ん
な
地
道
な
作
業
を
30
年
続

け
て
、
集
大
成
の
１
冊
が
完
成

し
た
。
関
西
医
療
大
学
非
常
勤

講
師
・
松
本
弘
さ
ん
（
錦
織
中

１
丁
目
）
が
著
し
た
郷
土
史
研

究
書
「
近
鉄
長
野
線
と
そ
の
付

近
の
名
所
旧
蹟
に
つ
い
て
」だ
。

　
こ
の
本
は
、
松
本
さ
ん
が
河

卒
園
生
ら
300
人
で
祝
う

大
野
台
こ
ど
も
園
が
40
周
年
３月に移転

近
鉄
沿
線
の
郷
土
史
出
版

研
究
30
年
、錦
織
の
松
本
弘
さ

　
　
ん

中
高
生
の
研
究
成
果
を
掲
載
す
る

冊
子
発
行
を
支
援
し
て
Y


